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庁
報
告

平成™š年™月�日 月曜日 第œ› —号官 報

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

佐
野

圭
司

従
四
位
に
叙
す
る

井
上

政
春

請
川

好
一

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
一
月
六
日
）木

下

隆
雄

従
四
位
に
叙
す
る
（
一
月
七
日
）

（
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

寺
澤

健
次

正
四
位
に
叙
す
る

平
山

源
藏

従
六
位
に
叙
す
る
（
以
上
一
月
八
日
）

冨
田

尊
徳

従
七
位
に
叙
す
る
（
一
月
九
日
）

白
坂

誠

細
野

敏
明

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
一
月
十
日
）

〇
叙
勲

佐
藤

達
巳

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

白
土

正

（
徳
島
県
海
陽
町
議
会
議
員
）

仲
村

輝
雄

三
船
芳
三
良

山
下

三
郎

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
二
年
十
二
月

三
十
日
）

石
丸

五
男

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
）

竹
村

清

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

赤
松

友
一

福
田

一
郎

矢
野

勝
男

米
倉
長
之
助

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
一
月
一
日
）

（
北
海
道
ニ
セ
コ
町
議
会
副
議
長
）

一
宮

春
雄

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

藤
國

梅
男

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
一
月
二
日
）

雨
宮

喜
一

後
藤

隆
司

伴
野

太
郎

西
田

正
美

本
田

至
誠

前
澤

純
夫

正
木

和
廣

松
井

宏
文

山
添

卓

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

松
本

忠
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る（
以
上
二
十
二
年
十
二
月
三
十
日
）

上
野

喜
久

松
下

良
勝

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

飯
田

静
男

潮
田

博
之

大
前
小
夜
子

片
山

肇

小
林

忠
男

白
鳥

昭
三

末
永

正
敏

出
口

陽
一

長
屋

正
道

棗

輝
夫

橋
本

昇

深
澤

一

渡
邊

俊
明

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

安
倍

強
次

飯
干

政
弘

川
田

春
夫

黒
木

安
弘

黒
澤

登

土
子

宏
義

濱
田

貞
幸

弓
納
持
定
夫

吉
田

滋

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
二
年
十
二
月

三
十
一
日
）

有
馬

良
文

安
藤

良
一

大
土
井

弘

加
藤

二
郎

菅
家

道
夫

北
村

要
之

河
野
記
久
馬

小
林

正

笹
内

政
明

佐
々
木
福
雄

清
水

新

進
藤
佐
和
夫

中
根

清

那
須

只
義

福
島

滋
夫

丸
山

定
昌

八
木

英
仙

吉
田

俊
久

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

à
原

薫

後
藤

征
一

中
野

常
治

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
一
月
一
日
）

高
野

俊
行

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

浅
野
亮
太
郎

（
草
津
市
公
立
学
校
長
）

荒
川

達
男

川
越

博
士

川
本

浩

熊
谷

芳
子

齊
藤

修

酒
井

英
夫

佐
藤

鐵
雄

高
橋

正
徴

田
中

全
宏

徳
丸

勲

中
野

英
明

（
法
務
事
務
官
）

中
村

和
敏

福
島

光
夫

松
井

一
正

三
宅

實

目
黒

宏

本
成

康
浩

森
多

正
直

山
中

進

和
田

猛

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

伊
藤
憲
三
郎

大
井

忍

中
村

泉

中
山

虎
一

渡

芳
子

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
一
月
二
日
）

北
方

剛

今
野

久

照
井

俊
弘

中
澤

和
人

濱
本

治
幸

福
元

一
郎

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
室

哲
男

森
川

茂
夫

森
口

康
久

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
一
月
四
日
）

永
長

久
彦

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

先
崎

勝

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

赤
星

實
雄

福
田

茂
郎

松
村

賢
次

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
一
月
五
日
）

井
上

政
春

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
一
月
六
日
）

木
下

隆
雄

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
一
月
七
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
二
月
四
日
ス
リ
ラ
ン
カ
国
の
独
立
記
念

日
に
つ
き
、
同
月
三
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発

せ
ら
れ
た
。官

庁
事
項

北
陸
地
方
整
備
局
公
示

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

７
年
法
律
第
3
9号
）
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
電

線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条

第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
3
年
２
月
７
日

北
陸
地
方
整
備
局
長
前
川
秀
和

道
路
の
種
類
路
線
名

区
間

一
般
国
道

1
5
7号

石
川
県
石
川
郡
野
々
市
町
堀
内

５
丁
目

2
4
3番
か
ら
同
町
三
日

市
町
1
8
0番
４
ま
で

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

７
年
法
律
第
3
9号
）
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
電

線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条

第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
3
年
２
月
７
日

北
陸
地
方
整
備
局
長
前
川
秀
和

道
路
の
種
類
路
線
名

区
間

一
般
国
道

1
5
9号

金
沢
市
橋
場
町

1
0
8番
か
ら
同

市
橋
場
町
1
2番
２
ま
で
の
上
り

線金
沢
市
大
手
町

3
3
8番
２
か
ら

同
市
尾
張
町
１
丁
目
4
7番
ま
で

の
下
り
線

公

聴

会

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
の
開

催
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
七
日

関
東
経
済
産
業
局
長

照
井

恵
光

一

件
名

１

日
本
瓦
斯
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款

（
南
平
台
・
初
山
地
区
）
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公

聴
会

２

青
梅
ガ
ス
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款

の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会

二

期
日

１

前
号
１
の
事
案

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

午

後
二
時
か
ら

２

前
号
２
の
事
案

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日

午

後
二
時
か
ら

三

場
所

１

第
一
号
１
の
事
案

川
崎
市
産
業
振
興
会
館

第

三
研
修
室
Ａ
室
（
神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
堀
川
町
六

十
六
番
地
二
十
）

２

第
一
号
２
の
事
案

東
青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー

第

一
会
議
室（
東
京
都
青
梅
市
師
岡
町
三
丁
目
九
e

六
）

四

事
案
の
要
旨

１

第
一
号
１
の
事
案

熱
量
変
更
費
用
に
係
る
繰
延

資
産
の
償
却
終
了
に
伴
う
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変

更
（
総
括
原
価
見
直
し
に
よ
る
料
金
改
定
）

２

第
一
号
２
の
事
案

原
料
費
調
整
制
度
の
導
入
及

び
購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更
に
伴
う
一
般
ガ
ス
供

給
約
款
の
変
更
（
総
括
原
価
見
直
し
に
よ
る
料
金
改

定
）

３

詳
細
は
、
関
東
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部
ガ
ス
事
業
課
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

都
心
一
番
地
一

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
一
号

館
）
並
び
に
第
一
号
１
の
事
案
に
つ
い
て
は
日
本
瓦

斯
株
式
会
社
（
東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
二
丁
目
十
番

七
号
）
及
び
日
本
瓦
斯
株
式
会
社
川
崎
営
業
所
（
神

奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
三
丁
目
三
十
四
e

一
）、

第
一
号
２
の
事
案
に
つ
い
て
は
青
梅
ガ
ス
株
式
会
社

（
東
京
都
青
梅
市
新
町
八
丁
目
八
番
地
の
十
三
）
に

お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

五

そ
の
他

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及
び
電

話
が
あ
る
場
合
は
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。）、
職
業
（
団
体
又

は
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代

表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し

て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
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